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るきでが備準のめたの療治
る来出がとこるけ受を療治くな安不

いなが痛胸
いながれ腫、赤発、血出の部刺穿

83 いなが熱発の上以℃
るれ守が静安

るかわが点意留の上活生
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を査検図電心
すまい行

を査検図電心
すまい行
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んせまりあ限制 りよに間時始開の療治
すまりなに食延□　 ( 昼・朝 )

　
んせまりあは限制の分水　

すで能可食飲りよ後療治 すまきで院退、後食朝
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を圧血、拍脈、温体
すまり測

が合場う行をり剃毛
すまりあ

圧血、拍脈、温体に前療治、朝早
すまり測を

後午・前午
らか時　　 すまりま始が療治

にドンバムーネ
てい書を名氏
すまけつに首足

を圧血、拍脈、温体
1～2 にとご間時

すまり測

をータニモ図電心
すまし着装

しをドンバ血止めたるす防予を血出
すま

2～3 を認確の位部刺穿に後間時
すまし

を帯包、し外をドンバ血止
すまき巻

を圧血、拍脈、温体
（すまり測 1回/ ）日

をータニモ図電心
すましずは

を認確の位部刺穿に朝
すまし
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服服服服服

に師護看し参持を薬用常※
いさだくし渡お　

用服を剤眠に前寝就
すまし

腎に後食夕と後食昼
すまし用服を剤護保

が滴点りよ頃時６後午
でま後療治りなと始開

すまき続

の日前療治、は薬おの段普
すまし用服てっ従に示指
すまし用服を剤護保腎、朝

に前く行に療治
すまし服内を剤定安

に室病ままたいつが滴点
すまり戻

を剤護保腎、後室帰
すまし用服

は滴点 21 すまき続間時

は管も後了終滴点
すまし残にずか抜

すまき抜を管の滴点

の後院退りよに態容
すま出が薬お
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んせまりあ限制

すましを髪洗、浴入にでま滴点

せま済をレイトに前療治
、計時、歯れ入、りとを粧化

を鏡眼、ーリサセクア
すまし外

すまえ替着に衣寝
）すで構結でマャジパのきあ前（
すまき行に室療治で子椅車

だるきで、ずせりたいつりたげ曲は首手
いさだくでいなさか動け

でまるあが明説、後療治
がすで静安のでドッベ
すまけ歩でまレイト

すまりなくな限制りよに示指の師医

んせまりあ限制

すまきで浴入、後院退
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明説りよ師医
　 後院入 や査検の

ていつに画計療治　

明説りよ師護看
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や置処の後前療治　

ていつに静安　

明説りよ士養栄
　談相養栄の事食　

明説りよ師剤薬
ていつに薬　

にとこるす活生らがなしを滴点※
すまりな　

護看当担ばれあがとこな合都不　
いさだくてし絡連に師　

明説りよ師医
療治の後今と果結療治　

ていつに画計　
）日翌はたま日当療治（
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